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つくば６研究機関男女共同参画合同シンポジウム
「好奇心が開くつくば発共同参画文化の扉」開催報告

文部科学省 科学技術振興調整費「女
性研究者支援モデル育成」事業を実施
し、つくば市に拠点を置く 6 研究教育
機関（物質・材料研究機構、森林総合
研究所、産業技術総合研究所、筑波大
学、農業・食品産業技術総合研究機構、
農業環境技術研究所）が、科学技術分
野における男女共同参画社会の実現へ
向けた連携の推進を目的として、9 月
8 日（火）、つくば国際会議場におい
て合同シンポジウムを開催しました。

岡島 敦子・内閣府男女共同参画局
長、福地 伸・茨城県理事兼科学技術
振興監、市原 健一・つくば市長、川
端 和明・文部科学省基盤政策課長に
よる来賓あいさつの後、神田 紅氏（講
談師）と小川 美奈氏（宇宙航空研究
開発機構）による特別講演が行われま
した。女流講談師の草分けとして入門

した際の苦労話や講談、月探索衛星「か
ぐや」打ち上げの際の 24 時間勤務体
制におけるメンバー間のサポート意識
など、たいへん参考になる内容でした。

28 機関が参加したポスターセッ
ションをはさみ、6 機関の長によるパ
ネルディスカッションを行いました。
男女共同参画に関する問題意識、各機
関における理念や具体的な取り組み方
針などについて、理事長や学長が自ら

の言葉で述べ、また質問にも熱心に回
答しました。パネルディスカッション
の最後に、共同宣言「6 研究教育機関
による男女共同参画宣言」を、野間口
理事長が発表しました。

自治体、機関の男女共同参画の関係
者、一般の方々など約 300 名の参加者
があり、報道機関による取材も入るな
ど、この問題に対する関心の高さがう
かがえました。

パネルディスカッション

野間口理事長の南アフリカ共和国訪問（4 研究機関でワークショップ開催）
産総研は、2007 年 11 月の甘利経済

産業大臣（当時）の南アフリカ共和国
訪問の際、石油天然ガス・金属鉱物
資源機構（JOGMEC）と南ア地質調
査所（CGS: Council for Geoscience）
との 3 者間で研究協力覚書を締結し、
レアメタル資源評価の共同研究を実
施しています（産総研 Today、2008
年 1 月号）。

本年 9 月中旬、野間口理事長の国
際標準化機構（ISO）総会出席（ケー
プタウン）にあわせ、9 名の研究者な
どが同行して同国プレトリアを訪問
し、理事長が科学技術省次官および
三つの公的研究機関（CGS, Council 
for Science and Industrial Research 
(CSIR), Mintek）のトップと個別会談
を行うとともに、4 機関で合同ワーク
ショップを開催しました。

CSIR は、南ア版産総研ともいうべ
き研究所で、環境・エネルギー、材料・
製造技術、ICT、ライフサイエンスな

どの分野で、国家プロジェクトを中
心に、主として“第 2 種基礎研究”
を推進しています。一方、Mintek は、
冶
や き ん

金、金属材料分野を中心に、積極的
な産業応用の研究を行っています。
今回のワークショップでは、研究協
力実施中の地質分野に加え、環境・
エネルギー、ナノテクノロジー・材
料の 3 分野での今後の研究協力につ
いて協議しました。

初日に野間口理事長の冒頭あいさ
つに続き、4 機関がそれぞれ概要紹介
を行い、各機関について理解を深め
ました。2 日目は 3 分野の分科会を行
い、参加研究者の研究紹介により相
互理解を深めるとともに、研究協力
の可能性について議論しました。最
後に、全員が集合して分科会での議
論を報告し、全体として今後の協力
のあり方について討議しました。ま
た、産総研研究者が 3 機関の研究施
設を訪問し、研究機器や研究環境に

ついて理解を深めました。
今回の南ア訪問にあたり、駐日南

アフリカ大使館には 3 機関との調整
にご尽力いただき、また、現地では
小澤大使をはじめ駐南ア日本大使館
に全面的バックアップをいただきま
した。両国政府関係者の産総研の研
究協力に対する期待は高く、この訪
問を契機に南アとの研究協力を一層
推進させていきます。

野間口理事長とCSIR 理事長（後列右から
二人目）との会談後の記念写真

共同宣言を読み上げる野間口理事長
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産総研顧問 石原舜三氏が SGA −ニューモント−ゴールドメダルを受賞
　2009年8月19日（水）にオーストラ
リアのタウンズビルで開催された第
10回鉱床地質学会（The Society for 
Geology Applied to Mineral Deposits
（SGA））大会において、石原 舜
三 産総研顧問がSGA−ニューモント−
ゴールドメダルを受賞しました。この
受賞は、この学会が1990年に発足して
以来2人目の栄誉あるものです。
　受賞理由は、「花崗岩における金属
鉱床の成因に関する科学的貢献」で

す。
　石原顧問は、花崗岩マグマが固まる
際の酸素含有量によって異なった金属
鉱床ができることを発見し、その理論
が普遍的で応用範囲が広いことからこ
の表彰となったものです。
　石原顧問は、日本海側と太平洋側の
花崗岩周辺の金属鉱物の濃集分布が異
なることから、この理論を見いだしま
した。プレート運動によって太平洋の
海底下深く沈んだ堆積岩中の炭素が、

花崗岩質マグマから酸素を奪うことで
花崗岩が還元的になり、スズやタング
ステンを濃集します。そのようなこと
のない日本海側では、花崗岩は酸化的
なままで磁鉄鉱を含み、モリブデンや
銅、鉛、亜鉛などの鉱物鉱床が発達す
ることになります。
　この理論によって鉱床を探索するこ
とが容易になり、世界の資源開発に貢
献しています。

直嶋経済産業大臣つくばセンター来所

　直嶋 正行 経済産業大臣をはじめ、
増子 経済産業副大臣、近藤 経済産業
大臣政務官が2009年9月28日に産総研
つくばセンターを来訪されました。野
間口理事長による産総研の概要説明に
続き、午前中は「カーボンナノチュー
ブ大量合成技術の実用化」、「高効
率・長寿命太陽光発電の開発」の研究
現場を訪れ、大量合成装置や大規模実
証試験装置などを視察されました。
　昼食後は「ロボットの安全研究拠
点」に関する研究開発、およびヒュー
マノイドロボット、癒やし系メンタル
コミットロボット「パロ」やインテリ
ジェント車いすのデモンストレーショ

ンをご覧になり、研究者と質疑を交わ
されました。その後、つくば西事業所
のスーパークリーンルームに移動し、
同施設内の装置を直接ご覧いただくと
ともに、「世界最高水準のナノエレク

トロニクス研究開発拠点の確立」に関
する取り組みを視察されました。産総
研が行っている研究開発や今後の展開
について、一層の理解を深めていただ
く機会とすることができました。

メンタルコミットロボット「パロ」を手にと
る直嶋大臣（右）と増子副大臣（左）

太陽光発電の説明を受ける直嶋大臣

● は、産総研内の事務局です。

イベントの詳細と最新情報は、産総研のウェブサイト（イベント・講演会情報）に掲載しています
　http://www.aist.go.jp/
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EVENT Calender
11  November

期間 開催地 問い合わせ先件名

12  December

 7日 産総研一般公開（北海道センター） 札幌 011-857-8428 ●

 11日〜14日 中部地域公設研テクノフェア2009 名古屋 052-736-7063 ● 

 13日 産総研安全科学研究部門講演会〜安全を基軸にした価値観の創造〜 東京 029-861-8868 ● 

 18日〜20日 バイオマス・アジアワークショップ 広島 029-861-9158 ●

 24日〜26日 日韓国際セラミックスセミナー つくば 03-3503-4681 

 25日〜27日 産学官ビジネスフェア2009 東京 03-5644-7221

 25日〜28日 2009国際ロボット展 東京 03-5298-4715 ●

	 30日 「光ネットワーク超低エネルギー化技術拠点」シンポジウム 東京 029-861-5599 ●

	

 2日〜4日 セミコン・ジャパン2009 千葉 03-5298-4715 ●

 11日 分散型エネルギーシンポジウム〜分散型電源に求められる技術〜 東京 029-861-8942	 ●




